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株主の皆様へ

代表取締役会長兼社長　グループ代表

成長と投資による好バランスのポートフォリオを確立
当第3四半期累計期間（1－9月）の業績は、売上高が順調に拡
大し、営業利益・経常利益は4割増を超える大幅な伸びとなりま
した。また最終利益は、GMOクリックホールディングス株式の一
部売却による特別利益も加わって同115％増となり、130億円
へ再度上方修正を行いました。

「強いところはより強く、弱いところはNo.1の商材を持つ」とい
う基本戦略のもと、インターネットインフラ事業の持続的な拡大
に加え、インターネット証券事業は成長を加速し、戦略投資をこ
なしながら「攻め」の経営戦略を推進しています。
インターネットインフラ事業は、全商材のトップシェアを継続し、
引き続き増収を果たすと共に、CtoCハンドメイドマーケット

「minne」への積極的なプロモーション投資を実施しました。
インターネット広告・メディア事業は、運用型広告が好調に推移
する中、テクノロジーシフトへの投資を継続しました。インター
ネット証券事業は、過去3年間に続き、2015年度上半期もFX
取引高の世界No.1を獲得しています。CFDなど新たな収益の
柱も育ちつつあり、利益は前年同四半期比でほぼ倍増となりま
した。モバイルエンターテイメント事業は、完全内製化によるコ
ストコントロールを行い、新規タイトルのチューニングを実施。
当社グループは今後、金融・決済領域における垂直展開を促進
し、収益性をさらに高めながら、新規分野への成長投資を強化し
ていくことで、次なる飛躍を目指してまいります。

戦略投資をこなし、
高水準の利益創出可能な
グループ経営を実現。



連結業績ダイジェスト（2015年7月1日　 2015年9月30日）

▼第3四半期決算のポイント

好業績、来期の成長に向けた施策始動
通期予想当第3四半期

（前期比 15.2% 増）（前年同四半期比 0.4% 減）

営業利益営業利益

（前期比 10.6% 増）（前年同四半期比 13.9% 増）

売上高売上高

121,000百万円31,263百万円

14,300百万円3,584百万円

▼セグメント別の概況（単位百万円、カッコ内は前年同四半期比増減率）
インターネット広告・メディア事業インターネットインフラ事業

モバイルエンターテイメント事業インターネット証券事業

9,556（12.9%増）売上高

981 （36.3%減）売上高7,681（35.8%増）売上高

14,141 （22.8%増）売上高

216（43.2%減）営業利益

△137 （　　—　　）営業利益2,553（97.7%増）営業利益

887（23.1%減）営業利益

当四半期のポイント
●�運用型広告が牽引し増収
●�テクノロジーシフトの加速、人財投資
を継続

当四半期のポイント
●�外部タイトルの絞り込みで減収
●�完全内製化で運用ノウハウの蓄積が
進み、収支均衡状態が継続

当四半期のポイント
●�FX取引は58万口座、取引高は356
兆円と前年同四半期から倍増
●�証券取引、CFD取引も伸長し、売上
高・利益ともに大幅に増加

当四半期のポイント
●�EC・決済を中心に拡大、契約数628
万件
●「minne」のプロモーション投資3.3
　億円の実施等により減益



クローズアップサマリー

全商材でシェアNo.1を保持するインターネットインフラ事業。
足もとの新規契約数は「年間60万件/月間5万件/日次1,500
件」のペースで拡大中です。そ
の大部分がストック型の契約で
あり、長期的かつ安定的な収益
基盤として当社グループの発展
を支える構造になっています。

「minne」は、すでに作家数・作品数で国内No.1を獲得し、当期
末目標の「作家数20万人/作品数200万点/アプリダウンロー
ド数500万件」に向けて順調に拡大中です。流通額は当第3四
半期末現在12.3億円に達しました。
来期は年間流通額100億円を目指し、商品のジャンル拡充と共
にリアルイベントなどを通じて、作家と買い手の交流の場を提
供してまいります。

年次 600,000件

⽉次 50,000件

⽇次 1,500件

▼通期業績予想に対する進捗

▼インフラ契約数の増加がもたらす安定収益

進捗順調、最終利益を再度上方修正

（億円）
通期

業績予想

売上高

営業利益

経常利益

最終利益

1,210

143

143
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120.7
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1-9月 通期予想（7/30修正）に対する進捗率
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対前四半期比
33％増

流通額推移（億円）

9.2

12.3
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▼CtoCハンドメイドマーケット「minne」の躍進



今後の成長戦略

当社グループは、金融・決済領域における垂直展開を進め
るべく、F

フ ィ ン テ ッ ク

inTech（金融×技術）分野で大手金融機関とのア
ライアンス戦略を推進していきます。
① GMOクリックホールディングスと大和証券グループに
　 よる証券・FX取引等における資本提携
② GMOペイメントゲートウェイと三井住友銀行による決済
　 代行会社の設立
③ 当社とあおぞら銀行によるインターネット銀行を設立
　 予定 

「強いところをより強く」の基本方針のもと、当社グループ
が培ってきた金融・決済領域の自社開発力・運用ノウハウを
活かし、さらに成長スピードを加速してまいります。

GMOメディア株式会社 《証券コード6180》
2015年10月23日 東証マザーズ
GMOメディアは、情報発信サイトやブログ・SNSなどの運
営、さまざまなデジタルコンテンツの提供など、日常生活を
豊かにするサービスを自社開発・提供する企業です。当社グ
ループのメディア事業を担う
中核企業として、技術力・企画
力・運営力を活かしたクオリ
ティの高い価値創出を追求し
てまいります。

金融・決済領域における垂直展開

グループ9社目の新規上場

決 済 ネット銀行

証券・FX

② ③

①



株主様向けインフォメーション

今回の第3四半期末配当は1株当たり増配2円を含む7円を実施
させていただきました。当第四半期末配当は当初1株当たり8円
を予定しておりましたが、最終利益の上方修正にあわせ、１１円増
の19円、年間配当金は１株当たり37円とさせていただく予定で
す。なお、年間の配当性向は33.5％を予定しております。

1　四半期配当

3　お問い合わせ先

専用ホームページ https://yutai.gmo.jp/
お問い合わせ先 03-3461-2222

0120-232-711（東京） 0120-094-777（大阪）

03-6701-5000（通話料有料）
（受付時間：土日祝祭日等を除く平日9:00～17:00） 

（受付時間：土日祝祭日及び会社休業日を除く平日10:00～18:00） 

⃝株式事務手続きはこちら（三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社）

⃝上記電話番号がご利用できない場合

⃝株主優待はこちら（GMOインターネット株主優待窓口） 

個人投資家さま向けライブ説明会のご案内
▶http://ir.gmo.jp

6、12月末日において1単元以上所有の株主様に対し、株主優待
関連書類を郵送にて送付しています（郵送の目安：6月末→9月下
旬／12月末→3月中旬）。下記1～4の内容すべてを併用いただ
くと12,000円相当と大変お得な内容になっております。

2.�GMOクリック証券におけるGMOインターネット株式買付に係る買付手数料

1.おトクなクーポンサイトGMOくまポンギフト券（合計2,000円相当分）

3.GMOクリック証券における売買手数料

4.�GMOインターネットグループがご提供する各種サービスのご利用料

※�株主優待の申請手続きやより詳しい情報につきましては専用ホーム
ページをご確認ください。▶https://yutai.gmo.jp/

2　株主優待

１
〜
４ 

す
べ
て
利
用
可
能

（単位：円） １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 配当総額

2014年 4 4 4 5 17

2015年
（予想）

4＋2
(記念配込み） 5 5＋2

(上⽅修正込み）
5＋3＋11
=19

26＋11
=37

増配


